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東京農工大学の篠崎助教、筑波大学の有泉准教授らはトマトの着果に必要となるエネルギー代謝の仕組みを、転写、翻訳、代謝

の統合解析により多角的に解明した。

着果は、花のめしべの子房が受粉をきっかけとして果実へと分化するプロセスである。トマトにおいては、受粉後に生成される

植物ホルモンであるジベレリンの働きによって着果が促進されることが知られている。着果を始めたトマトの子房では活発な細

胞分裂を伴う急速な成長が生じることから、着果を維持するためには、その成長を支えるエネルギー代謝が重要な役割を担うと

考えられる。しかし、その全容や、受粉やジベレリンが代謝を制御する仕組みは明らかにされていなかった。本研究では、ネッ

トワーク解析や力学モデルの構築といった数理的な手法により、トマト果実の着果におけるエネルギー代謝の仕組みを明らかに

した。なお、本食品分析学研究室ではMALDI-質量分析イメージング法を用いて、トマト果実中における代謝産物の生合成組織

の解析を担当した。
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Fruit setting rewires central metabolism via gibberellin cascades


